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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第66期

中間連結会計期間
第67期

中間連結会計期間
第66期

会計期間
自　2023年３月１日
至　2023年８月31日

自　2024年３月１日
至　2024年８月31日

自　2023年３月１日
至　2024年２月29日

売上高 (百万円) 15,386 17,102 31,886

経常利益 (百万円) 933 965 1,826

親会社株主に帰属する
中間(当期)純利益

(百万円) 569 576 1,283

中間包括利益又は包括利益 (百万円) 1,338 1,877 2,265

純資産額 (百万円) 22,381 24,650 23,122

総資産額 (百万円) 32,208 38,114 37,053

１株当たり中間(当期)純利益 (円) 61.68 62.77 139.01

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 60.3 56.2 54.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,004 1,074 2,934

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,305 △295 △4,250

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △115 △1,216 2,819

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(百万円) 3,686 5,064 5,566
 

(注) １．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 財政状態および経営成績の状況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、経済活動の正常化へ向けた取り組みが進み、景気も緩やかな回復基

調にありますが、物価の高止まりは続いており、日米の金利政策への姿勢の違いから為替相場は大きく変動しまし

た。世界経済においては、インフレ傾向にある中で、米国では、景気後退懸念の高まりがみられ、中国では、物価

の下落および消費の回復の遅れが続いており、先行きは依然として不透明な要因が存在しております。

このような状況のもと当社グループにおいては、国内外での販売数量の増加および販売価格の是正により売上高

は17,102百万円(前年同期比11.2％増)となり、営業利益は671百万円(前年同期比27.0％増)となりました。一方で、

為替差益の減少により、経常利益は965百万円(前年同期比3.4％増)、親会社株主に帰属する中間純利益は576百万円

(前年同期比1.1％増)となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

①　日本

特殊潤滑油部門は作動油、ダイカスト油剤等で減収となりましたが冷熱媒体等の販売が堅調に推移したことに

より、また、データセンターへの投資回復による主要顧客での需要増加によりハードディスク表面潤滑剤が大幅

に増収となったことで、部門全体では増収となりました。ホットメルト接着剤部門では、衛生材料用途、粘着用

途ともに売上高は前年並みとなりました。素材部門は、主にポリスチレン可塑剤用途向けの需要回復により流動

パラフィンが増収となったことで、部門全体の販売数量および売上高はともに前期を上回りました。その他部門

では、子会社の大型装置販売により、増収となりました。

この結果、当セグメントの外部顧客への売上高は10,796百万円(前年同期比8.3％増)となり、セグメント利益は

375百万円(前年同期比73.8％増)となりました。

 

②　中国

特殊潤滑油は日系自動車メーカーの稼働率低下の影響はあるものの自動車生産台数の増加により、ホットメル

ト接着材は衛生材料用途および空気清浄機用フィルター用途の販売が堅調に推移したことにより、共に増収とな

りました。

この結果、当セグメントの外部顧客への売上高は1,771百万円(前年同期比16.3％増)となりましたが、販売費及

び一般管理費が増加したことにより、セグメント利益は51百万円(前年同期比35.9％減)となりました。

 

③　東南／南アジア

特殊潤滑油は自動車生産台数の減少による顧客での需要の減少があるものの販売価格の是正および新規拡販に

より増収となりました。ホットメルト接着剤は主要顧客での在庫調整と需要減により、減収となりました。

この結果、当セグメントの外部顧客への売上高は3,322百万円(前年同期比0.3％増)となりましたが、ホットメ

ルト接着剤の減益により、セグメント利益は117百万円(前年同期比21.4％減)となりました。
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④　北米

特殊潤滑油は自動車生産台数の増加および昨年度に実施した事業譲受によりCROSS TECHNOLOGIES N.A. INC.を

新たに連結子会社としたことで大幅増収となりました。

この結果、当セグメントの外部顧客への売上高は1,213百万円(前年同期比107.6％増)となり、セグメント利益

は129百万円(前年同期比61.6％増)となりました。

 

財政状態は、次のとおりです。

当中間連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて1,061百万円増加し、38,114百万円となりま

した。これは主に、現金及び預金が572百万円減少した一方で、売上債権が914百万円、有形固定資産が313百万円、

無形固定資産が160百万円、投資その他の資産が236百万円それぞれ増加したことによるものです。

負債は、前連結会計年度末に比べて467百万円減少し、13,463百万円となりました。これは主に、仕入債務が206

百万円増加した一方で、長期借入金が614百万円減少したことによるものです。

純資産は、前連結会計年度末に比べて1,528百万円増加し、24,650百万円となりました。これは主に、利益剰余金

が345百万円、為替換算調整勘定が1,083百万円、非支配株主持分が222百万円それぞれ増加したことによるもので

す。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べて502百万円減少し、

5,064百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。

営業活動によるキャッシュ・フローは1,074百万円の収入(前期は1,004百万円の収入)となりました。これは主

に税金等調整前中間純利益の計上によるものです。

投資活動によるキャッシュ・フローは295百万円の支出(前期は1,305百万円の支出)となりました。これは主に

有形固定資産の取得による支出によるものです。

財務活動によるキャッシュ・フローは1,216百万円の支出(前期は115百万円の支出)となりました。これは主に

長期借入金の返済による支出によるものです。

 
(3) 経営方針・経営戦略等

当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

(4) 優先的に対処すべき事業上および財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上および財務上の課題について重要な変

更はありません。

 

(5) 研究開発活動

当中間連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、810百万円であります。

なお、当中間連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因

当中間連結会計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2024年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2024年10月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,696,500 9,696,500
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数100株

計 9,696,500 9,696,500 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2024年３月１日～
2024年８月31日

― 9,696,500 ― 2,118 ― 1,906
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(5) 【大株主の状況】

2024年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

松村石油株式会社 大阪市北区西天満２丁目８番５号 1,067 11.6

コスモ石油ルブリカンツ株式会
社

東京都港区芝浦１丁目１－１ 503 5.4

ＭＯＲＥＳＣＯ従業員持株会 神戸市中央区港島南町５丁目５－３ 420 4.5

日本曹達株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目７－２ 365 3.9

スターライト工業株式会社 大阪市旭区大宮４丁目23－７ 326 3.5

株式会社みずほ銀行
(常任代理人 日本カストディ銀
行)

東京都千代田区大手町１丁目５番５号
(東京都中央区晴海１丁目８－12）

250 2.7

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内１丁目４番５号 250 2.7

大阪中小企業投資育成株式会社 大阪市北区中之島３丁目３番23号 209 2.2

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口)

東京都港区赤坂１丁目８番１号　赤坂イン
ターシティＡＩＲ

201 2.2

島貿易株式会社 東京都中央区銀座２丁目12番14号 165 1.7

計 ― 3,758 40.9
 

(注)　上記日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口)の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、201千株

であります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2024年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 525,700
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

91,594 ―
9,159,400

単元未満株式
普通株式

― ―
11,400

発行済株式総数 9,696,500 ― ―

総株主の議決権 ― 91,594 ―
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式30株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  2024年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ＭＯＲＥＳＣＯ
神戸市中央区港島南町５
丁目５－３

525,700 ― 525,700 5.4

計 ― 525,700 ― 525,700 5.4
 

 

２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(1976年大蔵省令第28号)に

基づいて作成しております。

当社の中間連結財務諸表は、第一種中間連結財務諸表であります。

 
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間(2024年３月１日から2024年８月31

日まで)に係る中間連結財務諸表について、太陽有限責任監査法人による期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(2024年２月29日)

当中間連結会計期間
(2024年８月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,636 5,064

  受取手形及び売掛金 7,942 ※２  8,855

  商品及び製品 3,693 3,755

  原材料及び貯蔵品 2,994 3,200

  その他 750 483

  貸倒引当金 △25 △16

  流動資産合計 20,989 21,342

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 5,005 5,186

   機械装置及び運搬具（純額） 2,313 2,307

   土地 2,255 2,300

   その他（純額） 567 661

   有形固定資産合計 10,140 10,453

  無形固定資産   

   のれん 543 573

   その他 685 815

   無形固定資産合計 1,228 1,388

  投資その他の資産 ※１  4,695 ※１  4,931

  固定資産合計 16,063 16,772

 資産合計 37,053 38,114

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 4,908 ※２  5,114

  短期借入金 3,040 2,898

  未払法人税等 268 204

  賞与引当金 500 501

  その他 1,143 1,248

  流動負債合計 9,860 9,965

 固定負債   

  長期借入金 3,065 2,451

  退職給付に係る負債 543 558

  その他 463 490

  固定負債合計 4,071 3,499

 負債合計 13,931 13,463

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,118 2,118

  資本剰余金 1,971 1,972

  利益剰余金 14,674 15,019

  自己株式 △561 △649

  株主資本合計 18,202 18,460

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 127 117

  為替換算調整勘定 1,200 2,283

  退職給付に係る調整累計額 597 572

  その他の包括利益累計額合計 1,924 2,972

 非支配株主持分 2,996 3,218

 純資産合計 23,122 24,650

負債純資産合計 37,053 38,114
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自　2023年３月１日
　至　2023年８月31日)

当中間連結会計期間
(自　2024年３月１日
　至　2024年８月31日)

売上高 15,386 17,102

売上原価 11,188 12,201

売上総利益 4,197 4,901

販売費及び一般管理費 ※１，※２  3,669 ※１，※２  4,230

営業利益 528 671

営業外収益   

 受取利息 7 18

 受取配当金 15 18

 持分法による投資利益 63 92

 為替差益 268 149

 補助金収入 － 57

 その他 56 62

 営業外収益合計 410 396

営業外費用   

 支払利息 0 36

 その他 4 66

 営業外費用合計 4 102

経常利益 933 965

特別損失   

 投資有価証券評価損 － 47

 特別損失合計 － 47

税金等調整前中間純利益 933 917

法人税、住民税及び事業税 231 219

法人税等調整額 31 54

法人税等合計 262 274

中間純利益 671 644

非支配株主に帰属する中間純利益 102 68

親会社株主に帰属する中間純利益 569 576
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【中間連結包括利益計算書】

           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自　2023年３月１日
　至　2023年８月31日)

当中間連結会計期間
(自　2024年３月１日
　至　2024年８月31日)

中間純利益 671 644

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 29 △9

 為替換算調整勘定 636 1,141

 退職給付に係る調整額 △14 △25

 持分法適用会社に対する持分相当額 16 126

 その他の包括利益合計 667 1,233

中間包括利益 1,338 1,877

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 1,063 1,624

 非支配株主に係る中間包括利益 276 253
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自　2023年３月１日
　至　2023年８月31日)

当中間連結会計期間
(自　2024年３月１日
　至　2024年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純利益 933 917

 減価償却費 556 643

 持分法による投資損益（△は益） △63 △92

 有形固定資産売却損益（△は益） △4 △6

 投資有価証券評価損益（△は益） － 47

 退職給付に係る資産又は負債の増減額 △23 △29

 賞与引当金の増減額（△は減少） △5 △1

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △10

 受取利息及び受取配当金 △22 △36

 支払利息 0 36

 売上債権の増減額（△は増加） 368 △487

 棚卸資産の増減額（△は増加） 180 23

 仕入債務の増減額（△は減少） △797 △21

 その他 75 301

 小計 1,197 1,287

 利息及び配当金の受取額 102 89

 利息の支払額 △0 △36

 法人税等の支払額 △294 △266

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,004 1,074

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の純増減額（△は増加） － 70

 有形固定資産の取得による支出 △1,062 △253

 有形固定資産の売却による収入 5 7

 無形固定資産の取得による支出 △213 △104

 投資有価証券の取得による支出 △3 △3

 その他 △32 △12

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,305 △295

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △371 △101

 長期借入れによる収入 700 －

 長期借入金の返済による支出 △215 △738

 自己株式の取得による支出 － △100

 配当金の支払額 △185 △231

 非支配株主への配当金の支払額 △19 △31

 その他 △25 △15

 財務活動によるキャッシュ・フロー △115 △1,216

現金及び現金同等物に係る換算差額 △84 △66

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △500 △502

現金及び現金同等物の期首残高 4,186 5,566

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※  3,686 ※  5,064
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【注記事項】

(中間連結貸借対照表関係)

※１ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 

 
前連結会計年度
(2024年２月29日)

当中間連結会計期間
(2024年８月31日)

投資その他の資産 1百万円 1百万円
 

 

※２ 中間連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当中間連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の中間連結会計期間末日満期手形が、中間連

結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度
(2024年２月29日)

当中間連結会計期間
(2024年８月31日)

受取手形 ― 133百万円

支払手形 ― 69 
 

 

 
(中間連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額

 

 
前中間連結会計期間
(自 2023年３月１日
至 2023年８月31日)

当中間連結会計期間
(自 2024年３月１日
至 2024年８月31日)

給料手当 1,044百万円 1,192百万円

賞与引当金繰入額 298 321 

退職給付費用 59 43 
 

 

※２　一般管理費に含まれる研究開発費

 

 
前中間連結会計期間
(自 2023年３月１日
至 2023年８月31日)

当中間連結会計期間
(自 2024年３月１日
至 2024年８月31日)

一般管理費に含まれる研究開発費 634百万円 810百万円
 

 

(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

 
前中間連結会計期間
(自 2023年３月１日
至 2023年８月31日)

当中間連結会計期間
(自 2024年３月１日
至 2024年８月31日)

現金及び預金勘定 3,756百万円 5,064百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △70 － 

現金及び現金同等物 3,686 5,064 
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前中間連結会計期間(自　2023年３月１日　至　2023年８月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年５月30日
定時株主総会

普通株式 185 20.00 2023年２月28日 2023年５月31日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年10月12日
取締役会

普通株式 185 20.00 2023年８月31日 2023年11月13日 利益剰余金
 

 

Ⅱ　当中間連結会計期間(自　2024年３月１日　至　2024年８月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年５月30日
定時株主総会

普通株式 231 25.00 2024年２月29日 2024年５月31日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間末後となるもの

決議予定 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年10月11日
取締役会

普通株式 183 20.00 2024年８月31日 2024年11月12日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間(自　2023年３月１日　至　2023年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高および利益の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 報告セグメント
調整額
(注)１

中間連結
損益計算書
計上額
(注)２ 日本 中国

東南／
南アジア

北米 計

売上高        

外部顧客への売上高 9,966 1,522 3,313 584 15,386 － 15,386

セグメント間の内部売上高
又は振替高

677 191 46 7 922 △922 －

計 10,643 1,714 3,359 592 16,307 △922 15,386

セグメント利益 216 80 149 80 525 3 528
 

(注) １．セグメント利益の調整額3百万円には、セグメント間取引消去△0百万円、棚卸資産の調整額4百万円およ

び貸倒引当金の調整額△0百万円が含まれております。

２．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間(自　2024年３月１日　至　2024年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高および利益の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 報告セグメント
調整額
(注)１

中間連結
損益計算書
計上額
(注)２ 日本 中国

東南／
南アジア

北米 計

売上高        

外部顧客への売上高 10,796 1,771 3,322 1,213 17,102 － 17,102

セグメント間の内部売上高
又は振替高

842 258 5 8 1,113 △1,113 －

計 11,638 2,029 3,327 1,221 18,215 △1,113 17,102

セグメント利益 375 51 117 129 673 △2 671
 

(注) １．セグメント利益の調整額△2百万円には、セグメント間取引消去3百万円、棚卸資産の調整額△4百万円お

よび貸倒引当金の調整額△1百万円が含まれております。

２．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

従来、「合成潤滑油」は「その他」の区分に含めておりましたが、組織変更に伴い、当中間連結会計期間より

「特殊潤滑油」の区分に変更しております。

この変更に伴い、前中間連結会計期間についても変更後の区分に組み替えて表示しております。

 
前中間連結会計期間(自　2023年３月１日　至　2023年８月31日)

(単位：百万円)

 

報告セグメント

合計

日本 中国
東南／
南アジア

北米

特殊潤滑油 5,192 1,152 1,499 500 8,343

ホットメルト接着剤 2,235 318 1,614 27 4,194

その他 2,410 52 200 57 2,719

顧客との契約から生じる収益 9,836 1,522 3,313 584 15,256

その他の収益 130 － － － 130

外部顧客への売上高 9,966 1,522 3,313 584 15,386
 

(注)　「その他」は、素材、エネルギーデバイス材料および装置販売等であります。

 
当中間連結会計期間(自　2024年３月１日　至　2024年８月31日)

(単位：百万円)

 

報告セグメント

合計

日本 中国
東南／
南アジア

北米

特殊潤滑油 5,608 1,293 1,573 1,154 9,628

ホットメルト接着剤 2,218 332 1,581 21 4,152

その他 2,834 145 168 38 3,185

顧客との契約から生じる収益 10,659 1,771 3,322 1,213 16,965

その他の収益 137 － － － 137

外部顧客への売上高 10,796 1,771 3,322 1,213 17,102
 

(注)　「その他」は、素材、エネルギーデバイス材料および装置販売等であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり中間純利益および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前中間連結会計期間
(自　2023年３月１日
至　2023年８月31日)

当中間連結会計期間
(自　2024年３月１日
至　2024年８月31日)

１株当たり中間純利益 61円68銭 62円77銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する中間純利益(百万円) 569 576

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利益
(百万円)

569 576

普通株式の期中平均株式数(株) 9,229,385 9,170,391
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

2024年10月11日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議を予定しております。

(イ)配当金の総額………………………………………183百万円

(ロ)１株当たりの金額…………………………………20円00銭

(ハ)支払請求の効力発生日および支払開始日………2024年11月12日

(注)2024年８月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

2024年10月９日

株式会社ＭＯＲＥＳＣＯ

取締役会  御中

 
太陽有限責任監査法人

 

大阪事務所
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 古　　田　　賢　　司 印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 吉　　永　　竜　　也 印

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＭＯＲ

ＥＳＣＯの2024年３月１日から2025年２月28日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年３月１日から2024年８

月31日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算

書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、株式会社ＭＯＲＥＳＣＯ及び連結子会社の2024年８月31日現在の財政状態並びに同日

をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付

ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場

合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期

中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

いないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構

成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
 

 

(注) １．上記は期中レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(半期報告書

提出会社)が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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